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市民の皆さまには、日ごろから市政に対して深いご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

館山市では、令和８年度からを計画期間とする『第５次館山市総合計画』の策定を進めています。『総合

計画』は、私たちが暮らす館山市を、将来どのような「まち」にしていくのか、そのためにどのようなことをして

いくのかを、総合的かつ体系的にまとめた市政の最上位となる計画です。 

次代の館山市を築き上げるためには、市民の皆さまと行政とが一体となったまちづくりが必要であること

から、今後のまちづくりに対する市民の皆さまのご意見やお考えをお聞きし、『総合計画』の策定につなげて

いくためにこのアンケートを実施するものです。 

調査にあたり、令和６年８月１日時点で市内にお住まいの 16 歳以上の方の中から、4,000 人を無作為

に選び、アンケートをお願いしています。調査は無記名であり、お答えいただいた方にご迷惑をおかけするこ

とはございません。 

回答にお手間をおかけしますが、上記の趣旨をご理解いただき、ぜひともご協力くださいますようお願い

申し上げます。 

 

  令和６年８月                                        館山市長 森 正一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ご記入にあたってのお願い  

・あて名のご本人様がお答えください。 

・お答えは、あてはまる回答（選択肢）の番号に、○印を直接ご記入ください。 

また、「その他」を選択した場合は、その内容を（カッコ）内に具体的にご記入ください。 

・このアンケートは、同封の返信用封筒に入れ、令和６年９月２０日（金）までにポストに投函してく

ださい。なお、切手の貼付、お名前・ご住所の記入は不要です。 

 

※重複回答を避けるため、封筒のあて名ラベルに記載された数字列を下の枠内にご記入ください。 

なお、この数字列はランダムに付されたもので、個人を特定するものではありません。 

 

 

 

 

 

 

  

館山市 市民意識調査のお願い 
－ まちづくりに対する“皆さまの声”をお聞かせください － 

■この調査はＷＥＢでも回答できます。 
右にある二次元コードまたは下記のＵＲＬから専用のページにアクセ

スしてください。ＷＥＢで回答した場合、調査票の返信は不要です。

https://questant.jp/q/city_tateyama_kikaku2024 

《問合せ先》 

館山市総合政策部企画課企画係  

電 話：０４７０-２２-３１６３（直通） 

ＦＡＸ：０４７０-２３-３１１５（代表） 

e-mail：kikakuka@city.tateyama.chiba.jp 

館山市 マスコットキャラクター 

🄫 studio crocodile・館山市 
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市の将来都市像やまちづくりの基本理念な

どを示したものです。 

基本構想に基づき、市の将来都市像を実現

するための各分野の施策等を体系的に定め

たものです。数値目標も設定されます。 

 

総合計画とは？  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

これまでの取組や今後のまちづくりにつ

いて、市民の皆さまの満足度や重要度な

どをお伺いします。 
 

 
令和６年９月 20 日（金）までに、同封

の返信用封筒に入れて、お近くの郵便ポ

ストにご投函ください。なお、切手の貼

り付けは不要です。 

     

 

 

  

 

 
  

市内にお住まいの 16 歳以上の方の中か

ら、4,000 人を無作為に抽出しました。

調査には、調査票のあて名のご本人がお

答えください。（ご本人による記入が難

しい場合は、ご家族の方がご記入くださ

い。） 

 ご回答いただいた内容は、個人を特定で

きないよう、統計的な数値として集計し

た上で、結果を計画の策定等に活用しま

す。また、ホームページや広報紙等に掲

載する場合もありますが、そのほかの目

的には一切使用いたしません。 
 

 

  

基本構想
（10年間）

基本計画
（５年間）

何のための 

アンケートなの？ 

締め切りは 

いつ？ 

どうして 

私に届いたの？ 

回答結果は 

どのように使うの？ 

『総合計画』とは、まちづくりの方向性を定めた市の最上位計画で、将来における

館山市のあるべき姿と、進むべき方向について書かれています。 

現行の『総合計画』は、基本構想と基本計画の２部構成となっています。 

この基本構想と基本計画の期間がともに令和７年度で満了とな

ることから、次期計画の策定に向けて、未来の館山市をどのよう

な「まち」にしていくか、このアンケートで幅広いご意見をお伺

いしたいと考えています！ 

〈現行〉 

館山市 マスコットキャラクター 

🄫 studio crocodile・館山市 

資料１－１



 

3 

館山市への愛着、郷土の誇りや宝について 

問1  あなたは、館山市に「自分たちのまち」としての愛着を感じていますか（◯は１つ）。 

１．愛着がある ２．どちらかというと愛着がある ３．さほど愛着はない 

４．愛着はない ５．わからない  

問2  あなたは、館山市の「郷土の誇り」や「宝」などについて、どのようにお考えですか（該当する

すべてに○、⑦のみ自由記述）。 

①来訪者に自慢した

い素敵な場所や 

風景 

１．海（海岸・鏡ヶ浦） ２．城山 ３．夕日 

４．富士山 ５．沖ノ島 ６．崖観音 

７．平砂浦 ８．花 ９．その他（               ） 

②館山市のお土産・

食べ物でおすすめ

したいもの 

１．海産物（魚・刺身） ２．寿司 ３．びわ 

４．いちご ５．野菜 ６．落花生 

７．さんが焼・なめろう ８．その他（              ） 

③対外的にアピール

したいイベント・

行事 

１．花火大会 ２．やわたんまち ３．里見のまちづくり 

４．若潮マラソン ５．その他（              ） 

④館山市ならではの

歴史・文化・芸術 

１．里見氏・八犬伝 ２．地域の祭り ３．城山 

４．房州うちわ ５．寺社 ６．戦争遺跡 

７．フラメンコ ８．その他（              ） 

⑤館山市が誇れる 

著名人 

１．X JAPANの YOSHIKIと Toshl ２．さかなクン 

３．島田 順子 ４．中沢 けい ５．福原 有信 

６．その他（              ）  

⑥館山市で楽しめる

スポーツ 

１．マリンスポーツ ２．ランニング ３．サイクリング 

４．トライアスロン ５．その他（              ） 

⑦大切にしたい・ 

していきたい宝 

（ご自由にお書きください） 

 

 

問3  あなたが考える、10年後の館山市のイメージに近いものはどれですか（３つまで選んで○）。 

１．すべての人が元気ですこやかに暮らすまち ２．豊かな自然と人々が調和した、持続可能

なまち 

３．地域ぐるみで安心して子育てができるまち ４．助け合い・支え合いで、みんなで共生で

きるまち 

５．医療・福祉・介護が充実し、自分らしく暮ら

せるまち 

６．教育・文化活動やスポーツ活動が盛んな

まち 

７．地域に根差した歴史や文化が生きるまち ８．自然と気候に恵まれた、居住環境に優れ

たまち 

９．活力ある産業と豊かな暮らしを感じられるま

ち 

10．海辺に人がにぎわう、人や情報の交流が

活発なまち 

11．みんなで支え合う、災害に強いまち 12．生活基盤や防災体制が整い、安心して暮

らせるまち 

13．住環境や生活基盤の整う、利便性の高いまち 14．その他（             ） 
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館山市全体について 

問4  あなたにとって、館山市が「住みやすい」と思う点、「住みにくい」と思う点は何ですか（それぞ

れ３つまで選んで○）。 

「住みやすい」と思う点 「住みにくい」と思う点 

１．自然に恵まれている １．自然環境が悪い 

２．長年住み慣れている ２．住み始めたばかりでなじみがない 

３．人々が親切で人情に厚い ３．人間関係が閉鎖的・わずらわしい 

４．買い物などの日常生活が便利 ４．買い物などの日常生活が不便 

５．食材が豊富、食べ物がおいしい ５．食材が少ない、食べ物がおいしくない 

６．治安が良い ６．治安が悪い 

７．気候が良い ７．気候が悪い 

８．今の仕事に満足している ８．良い仕事先が無い 

９．子どものための教育環境が良い ９．子どものための教育環境が悪い 

10．医療や福祉制度が充実している 10．医療・福祉制度が整っていない 

11．物価・家賃が安い 11．物価・家賃が高い 

12．勤務先・学校までの交通の便が良い 12．勤務先・学校までの交通の便が悪い 

13．車で自由に移動できる 13．車が無いと不便 

14．道路・排水路などのインフラが整っている 
14．道路・排水路などのインフラが整ってい 

ない 

15．文化施設（博物館など）・スポーツ施設 

などが充実している 

15．文化施設（博物館など）・スポーツ施設 

などが不足している 

16．娯楽施設が充実している 16．娯楽施設が不足している 

17．お祭り・イベントが魅力的である 17．お祭り・イベントが魅力的でない 

18．その他（              ） 18．その他（              ） 

問5  あなたは、館山市の住みやすさについて、どう感じていますか（◯は１つ）。 

１．住みやすい ２．まあ住みやすい ３．やや住みにくい ４．住みにくい 

問6  あなたは、これからも館山市に住み続けたいと思いますか（◯は１つ）。 

１．住み続けたい ２．できれば住み続け

たい 

３．できれば他市区町

村に転出したい 

４．他市区町村へ転出

する予定 

※【問６】で「３・４」とお答えの方にお聞きします。 

問 6-1 現在考えている範囲で、次の問いにお答えください。 

転出先（市区町村名）はどちらですか  

その理由は何ですか 

（例：仕事を探すため、進学のため 

など ） 

 

資料１－１



 

5 

問7  これまで進めてきた、まちづくりの「満足度」と、これからまちづくりを進めていく上での「重要

度」についてお答えください（満足度・重要度それぞれ○は１つ）。 

 

※以下のすべての項目について、満足度・

重要度とも、それぞれ１～５の中から 

１つずつ選んで○印をつけてください。 

現在の満足度 今後の重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要
で
あ
る
（
優
先
す
べ
き
） 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い
（
縮
小
す
べ
き
） 

≪回答例≫ ●●の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

子育て・福祉・医療に関すること 

① 子育て環境の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

② 高齢者福祉の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

③ 障がい者福祉の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

④ 低所得者福祉の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 地域福祉の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 保健・医療体制の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ 健康づくりの推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

教育・文化に関すること 

⑧ 学校教育の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑨ 青少年の健全育成強化 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑩ 生涯学習の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑪ 歴史の継承と文化の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑫ スポーツの振興によるまちづくり １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑬ 国際交流・地域間交流の促進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

産業・経済に関すること 

⑭ 観光の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑮ 農水産業の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑯ 商工業の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑰ 新たな雇用の創出と就業支援の強化 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑱ 移住・定住の促進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑲ 交流拠点施設を核とした地域活性化 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

基盤整備に関すること 

⑳ 住環境の充実と市街地の利便性向上 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉑ 公園の機能充実と緑化の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉒ 道路環境の充実と河川整備の促進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉓ 交通体系の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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※以下のすべての項目について、満足度・

重要度とも、それぞれ１～５の中から 

１つずつ選んで○印をつけてください。 

現在の満足度 今後の重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要
で
あ
る
（
優
先
す
べ
き
） 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い
（
縮
小
す
べ
き
） 

環境共生に関すること 

㉔ 自然環境の保全と景観形成の促進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉕ 環境・衛生対策の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉖ 資源循環型社会の構築 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

防災・安全に関すること 

㉗ 防災体制の強化 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉘ 消防・救急の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉙ 交通安全・防犯体制の強化 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉚ 消費者保護対策の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

市民参画・行政運営に関すること 

㉛ 市民参画の促進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉜ 地域コミュニティ活動の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉝ 男女共同参画の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉞ 情報発信力の強化 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉟ 戦略的な行財政運営 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㊱ 広域行政の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

問8  地域における幸福度・満足度について、「とても幸せ/満足」を 10 点、「とても不幸せ/不満

足」を 0点とすると、何点くらいになると思いますか（それぞれ○は１つ）。 

  
 

０点  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９  1 0 点 

① 現在、あなたはどの

程度幸せですか。 
０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

② 現在、あなたの住ん

でいる地域の暮らし

にどの程度満足して

いますか。 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

③ あなたの住む地区

（集落）の人々は、

どの程度幸せだと思

いますか。 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

  

とても不幸せ
/不満足 

とても幸せ/
満足 
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問9  これから 10 年後の将来、あなたの日常生活において、次に示した交通手段がどの程度必要

になると思いますか（それぞれ○は１つ）。 

※以下のすべての交通手段について、

必要度を１～５の中から１つ選んで

○印をつけてください。 

とても 

必要 

どちらか

といえば

必要 

どちらか

といえば

必要ない 

必要ない 
わから 

ない 

① 徒歩 １ ２ ３ ４ ５ 

② 自転車 １ ２ ３ ４ ５ 

③ 自家用車 １ ２ ３ ４ ５ 

④ 鉄道 １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 路線バス １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 市街地循環バス「かいまーる」*1 １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ タクシー １ ２ ３ ４ ５ 

⑧ デマンド型乗合タクシー*2 

（チョイソコ南房総・館山など） 
１ ２ ３ ４ ５ 

＊１ 市街地循環バス「かいまーる」とは、ＪＲ館山駅を発着場所として、商業施設や医療機関、館山市役所

などを循環運行する路線バスのこと。 

＊２ デマンド型乗合タクシーとは、利用したい日時・乗降場所を事前予約すると、その予約状況に合わせて

ＡＩが最適な運行ルートを選択して運行する「事前予約制の乗合送迎サービス」のこと。 
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問10  あなたの日常生活のうち、次に示した「日常行動・施設利用」について、①現在の主な利

用状況（どの地域で、どの程度の頻度で、どの交通手段で利用していますか）、②理想の条件

（どこに立地し、どんな交通手段で利用することが理想だと思いますか）について、それぞれお

答えください（それぞれ○は１つ）。 

日常行動・施設利用 ①現在の主な利用状況 

※以下のすべての項

目について、それ

ぞれの選択肢から

１つずつ選んで○

印をつけてくださ

い。 

実際に利用している地域 頻度 

館
山
地
区 

北
条
地
区 

那
古
地
区 

船
形
地
区 

西
岬
地
区 

神
戸
地
区 

富
崎
地
区 

豊
房
地
区 

館
野
地
区 

九
重
地
区 

南
房
総
市 

鴨
川
市 

鋸
南
町 

千
葉
県
内
（
安
房
４
市
町
以
外
） 

千
葉
県
外 

ほ
ぼ
毎
日 

週
に
３
～
４
回 

《回答例》買い物 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

①  

食料品・日用品を
買うための日常的
な買い物 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

②  

買回り品などを買
うための買い物
（専門店、デパー
トなど） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

③  

飲食店（レストラ
ンや喫茶店など）
の利用 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

④  通院（総合病院） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

⑤  
通院（医院、診療
所など） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

⑥  
通勤・通学（仕事
先・学校など） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

⑦  

文 化 施 設 ( 図 書
館・博物館）の 
利用 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

⑧  

コミュニティ施設
（コミュニティセ
ンター・文化ホー
ルなど）の利用 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

⑨  

スポーツ・運動施
設（市民運動場・
運動公園）の利用 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

⑩  

保健施設・福祉施
設（リハビリ・ 
ケア施設など） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

⑪  

子育て関連施設
（幼稚園・保育園
など） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 １ ２ 

⑫  市役所での手続き                １ ２ 

資料１－１
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①現在の利用状況（前頁から続き） ②理想の条件 

頻度(前頁から続き) 交通手段 立地場所 交通手段 

週
に
１
回
程
度 

月
に
１
回
程
度 

年
に
１
回
程
度 

利
用
し
な
い 

徒
歩 

自
転
車
・
バ
イ
ク 

自
家
用
車 

鉄
道 

路
線
バ
ス 

市
街
地
循
環
バ
ス 

高
速
バ
ス 

タ
ク
シ
ー 

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー 

お
住
ま
い
の
地
区 

館
山
市
内
で
お
住
ま
い
の
地
区
外 

館
山
市
外 

徒
歩 

自
転
車
・
バ
イ
ク 

自
家
用
車 

鉄
道 

路
線
・
循
環
バ
ス 

高
速
バ
ス 

(

デ
マ
ン
ド
型
乗
合)

タ
ク
シ
ー 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

例）館山市内で、住んでいる地区とは別の地区
にあるスーパーへ、バスで行って買い物したい 
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館山市の少子高齢化対策について 

問11 あなたは、若い世代が館山市に移住・定住するためには、何が必要だと思いますか（３つま

で選んで○）。 

１．農林水産業における後継者の育成支援 ２．企業誘致等による就業機会・職業分野の拡大 

３．意欲のある若者に対する起業・創業支援 ４．子育て支援や学校教育環境の充実 

５．学力やコミュニケーション能力を向上さ

せる学習機会の充実 

６．大学のサテライトキャンパスや附属高校等の

誘致 

７．医療機関の充実 
８．幹線道路や公共交通の整備による都市部への

アクセス向上 

９．商工業やレクリエーション施設の充実 
10．恵まれた自然環境等の都市部へのプロモーシ

ョン 

11．シビックプライド（まちに対する誇りや

愛着）の醸成 
12．購入・賃貸しやすい住宅や住宅地の整備 

13．婚活支援の実施 14．安全・安心なまちづくりの充実 

15．その他（            ） 16．わからない 

 

問12 あなたは、出産・子育て支援に関して、今後どのような施策が重要だと思いますか（３つま

で選んで○）。 

１．母子保健サービスの充実（乳幼児健康診査や予防接種、産後ケア等） 

２．急な病気にも対応できるような救急医療体制の確保・充実 

３．子どもがのびのびと遊べる施設の整備（公園・広場等） 

４．地域全体で子育てを行う環境・体制づくり（親同士の交流・高齢者による見守り等） 

５．出産や育児に関する不安や悩みを軽減する環境づくり（産婦人科・小児科の充実、専門職に

よる相談体制の充実、情報提供の充実） 

６．乳幼児保育サービスの充実（延長保育・休日保育・一時保育等） 

７．学童保育サービスの充実 

８．子育てしながら働きやすい職場環境の整備 

９．経済的負担の軽減（保育料の軽減・医療費の助成・児童手当の充実・第３子以降の出産に対

する助成等） 

10．地域の交通安全や防犯対策の強化 

11．その他（                     ） 

12．わからない 
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問13 あなたは、65 歳の高齢期になった時点で、生活についてどのような不安を感じると思いま

すか。また、感じましたか（該当するすべてに○）。 

１．自分自身の健康・介護          ２．家族の健康・介護  

３．生活費が足りなくなる          ４．働く場所が無くなること 

５．住まいの確保・管理           ６．買い物など、日々の生活 

７．地域の中で孤立すること         ８．家族間（跡継ぎ）の問題 

９．生きがいを無くすこと          10．移動手段の確保（車の運転など） 

11．その他（          ） 12．わからない 

13．不安はない  

問14 あなたは、高齢者に対する施策として、どのような内容が重要だと思いますか（３つまで選

んで○）。 

１．健康診査や健康教育、健康相談などの保健施策 

２．運動や身体活動など、体を動かすことによる健康づくり（介護予防） 

３．高齢でも働くことができる場所づくり 

４．学び続けることができる生涯学習の推進 

５．安全に出かけることができるバリアフリー環境の整備 

６．いつまでも在宅で暮らせるような在宅福祉サービスの充実 

７．高齢者同士が共同して暮らすことのできる住宅の整備 

８．高齢者・障がい者のための住宅改造の助言・助成 

９．地域での多世代による交流の充実 

10．介護施設や老人ホームなどの入所サービスの充実 

11．コミュニティバスなど市内外への移動のための移送サービス 

12．路線バスやタクシーを利用する際の助成 

13．高齢者福祉を担うボランティアの育成 

14．学校教育における福祉教育の充実 

15．その他（                  ） 

16．わからない 
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協働のまちづくりについて 

問15 あなたは、今後、市民等との協働のまちづくりを推進する上で、どのようなことが重要だと

思いますか（３つまで選んで○）。 

１．まちづくりに関する情報（行政からの情報、市民が持つ情報）を共有する 

２．日頃から市民と市職員が接する機会を増やし、お互いの理解を深める 

３．市民が打合せや作業できる活動拠点の整備・充実を図る 

４．まちづくりに関する計画をつくる際に、市民が参加できる機会を増やす 

５．市民協働によるまちづくりの考え方をアピールするため、イベント・事業を実施する 

６．市民等によるまちづくりへの提案や提言の機会を増やす 

７．市民や各種団体などが主体的に行うまちづくり活動の支援を拡大する 

８．その他（                  ） 

９．わからない 

問16 あなたは、現在、どのようなまちづくり活動に参加されていますか。また、今後、どのような

まちづくり活動に参加したいですか（①と②それぞれ、該当するすべてに○）。 

まちづくり活動 
①現在、参加して

いる活動 

 

②今後、参加して

みたい活動 

１．自治会の活動 １ １ 

２．イベント・親睦活動 ２ ２ 

３．消防・防災・防犯活動 ３ ３ 

４．自然保護や環境の保全活動 ４ ４ 

５．まちの美化・緑化活動 ５ ５ 

６．高齢者の支援活動 ６ ６ 

７．障がい児や障がい者の支援活動 ７ ７ 

８．健康づくり活動 ８ ８ 

９．子育て支援活動 ９ ９ 

10．青少年の健全育成活動 10 10 

11．男女共同参画社会づくり活動 11 11 

12．スポーツ・レクリエーション活動 12 12 

13．地域の伝統・文化の継承 13 13 

14．その他（              ） 14 14 

15．参加していない・参加したくない 15 15 
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問17 下の表に示した活動について、地域で取り組むことをどのように思いますか（それぞれ○

は１つ）。 

 

地域が主体

となって取

り組むべき

こと 

地域で取り

組める可能

性があるこ

と 

地域で取り

組むことが

困難なこと 

わからない 

① 高齢者のお世話や子育て支援など １ ２ ３ ４ 

② 健康づくり活動 １ ２ ３ ４ 

③ 地域でのお祭りや親睦行事など １ ２ ３ ４ 

④ 文化・芸術・スポーツなど催しの運営 １ ２ ３ ４ 

⑤ 地域での美化活動、清掃活動など １ ２ ３ ４ 

⑥ 災害時の声掛けなどの支援活動など １ ２ ３ ４ 

⑦ 地域での見回り活動など １ ２ ３ ４ 

⑧ 放課後の体験学習・学童保育など １ ２ ３ ４ 

⑨ 広報紙の発行など １ ２ ３ ４ 

⑩ 地域の伝統や文化の継承 １ ２ ３ ４ 

⑪ バザーの開催や特産品の開発など １ ２ ３ ４ 

 

 

防災について 

問18 あなたは、災害に強いまちづくりのため、どのような施策が重要だと思いますか（３つまで

選んで○）。 

１．情報収集・情報伝達体制の確保 
２．備蓄品（食料・飲料水・生活必需品等）の種類

及び保有量の拡充 

３．災害用トイレの確保 ４．し尿処理、ごみ処理、がれき処理体制の確保 

５．緊急輸送体制の確保 ６．避難施設の確保及び避難設備の充実 

７．市民の防災力強化（防災リーダー・防

災士の養成・防災教育等） 
８．防災ボランティアの育成及び活動支援 

９．消防団による活動体制の充実 10．民間建築物の耐震化の推進 

11．公共施設の耐震化の推進 
12. 自治体の対応力強化（避難所・ＢＣＰ*策定・職

員体制） 

13. 国・県・他の自治体・企業等との連携

強化（災害協定等） 
14. 災害時におけるボランティアの受入体制の充実 

15．その他（            ） 16．わからない 

＊ＢＣＰ（Business Continuity Plan：事業継続計画）とは、テロや災害、システム障害などの危機的状況下

に置かれた場合でも、応急対策業務や優先度の高い通常業務を適切に実施できるようにするための計画のこ

と。 
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問19 あなたやご家族は、災害時に備えてどのような対策をとっていますか（該当するすべてに

○）。 

１．携帯ラジオ、懐中電灯、ランタン、乾電池、医薬品などを準備している 

２．近くの学校や公園など避難する場所を決めている 

３．自宅及び避難経路周辺の危険な箇所を把握している 

４．食料や飲料水を準備している 

５．簡易トイレ、携帯トイレを準備している 

６．家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している 

７．家族との連絡方法などを決めている 

８．貴重品などをすぐ持ち出せるように準備している 

９．防災訓練に積極的に参加している 

10．隣近所の人たちなどと協力し合える体制（関係）をつくっている 

11．家屋の耐震化や耐震診断を行うなど、自分の家の耐震性に気をつかっている 

12．その他（                       ） 

13．特に対策はとっていない 
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問20 あなたは、災害が発生した際の対応について、「自助」、「近助」、「共助」、「公助」の重要

性や関わりについて、どのようにお考えですか（①と②それぞれ○は１つ）。 

※以下のすべての項目につ

いて、重要度・関わり方と

も、それぞれ１～５の中か

ら１つずつ選んで○印をつ

けてください。 

①重要度 ②関わり方 

と
て
も
重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要 

で
は
な
い 

重
要
で
な
い 

積
極
的
に 

担
い
た
い 

で
き
れ
ば 

担
い
た
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

で
き
れ
ば 

担
い
た
く
な
い 

担
い
た
く
な
い 

１．自助*について １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

２．近助*について １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

３．共助*について １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

４．公助*について １ ２ ３ ４ ５  

＊自助とは、防災面において、自分（家族）で自分や家族の身を守ること。例えば、災害に備えて、家族を含

む一人一人が準備しておくことなど。 

＊近助とは、防災面において、隣近所同士で助け合うこと。例えば、災害時の声かけ、安否確認、避難時の協

力など。 

＊共助とは、防災面において、自主防災組織や町内会等、地域の結束力を生かし助け合うこと。 

＊公助とは、防災面において、市や消防、警察等の公的機関による救援・復旧活動等の支援 

 

デジタル化の推進について 

問21 あなたはＤＸ*を知っていますか（○は１つ）。 

１．名前も内容も知っている ２．聞いたことはあるが、内容は知らない 

３．名前も内容も知らない  

＊ＤＸとは、デジタルトランスフォーメーションの略で、情報通信技術の浸透により人々の生活をより良い方

向に変化させること。 

問22 今後、自治体における各種デジタル技術*の導入など、行政サービスのデジタル化を推進

するための取組について、どのようにお考えですか（○は１つ）。 

１．積極的に取り組むべき ２．徐々に取り組むべき 

３．今のままでよい ４．その他（              ） 

５．わからない  

＊各種デジタル技術の一例 

・ＡＩ…人工知能。言語の理解や推論、問題解決などの知的行動を人間に代わってコンピューターに行わせる

技術。画像・音声認識などに活用されている。 

・ＲＰＡ…コンピュータープログラム（ロボット）による業務自動化。人間が行う業務の処理手順をコンピュ

ーターに登録すると、業務を自動的に進めてくれる。 
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問23 あなたは、スマートフォンやタブレットを持っていますか（○は１つ）。 

１．持っている ２．持っていない  

※【問 23】で「１」とお答えの方にお聞きします。 

問 23-1 あなたは、スマートフォンやタブレットを使って、どのようなサービスを利用していますか

（該当するすべてに○）。 

１．通話やメール 
２．給付金の申請や税の確定申告、子育てや介護

にかかる行政手続 

３．オンラインによる診療や健康相談 
４．Google、Yahoo!などの様々な情報を閲覧でき

る検索サイト 

５．Amazon、メルカリ、楽天市場、Yahoo!シ

ョッピングなどのインターネットショッ

ピング 

６．交通機関、コンサート、観劇、映画などのチ

ケットの予約・購入 

７．他口座への振込などが可能なインターネ

ットバンキング 

８．光熱水費、電話料金、クレジットカードの利

用金額などの各種料金の確認 

９．Skype、Zoom などのウェブ会議ツール 
10．X（旧 Twitter）、Facebook、LINE、Instagram

などの SNS 

11．Google Map などによる目的地までの公共

交通機関や道路ルートの検索 

12．語学、資格、一般教養などに関するオンライ

ン学習 

13．その他（             ）  

 

あなた自身について 

（カッコ）内には必要に応じて具体的な内容を記入してください。 

① 性別 

（○は１つ） 
１．男 ２．女 ３．その他  

② 年齢 

（○は１つ） 

１．10 歳代   ２．20 歳代   ３．30歳代   ４．40歳代 

５．50 歳代 ６．60 歳代 ７．70歳代 ８．80歳以上 

③ 家族構成 

（○は１つ） 

１．ひとり暮らし 
２．夫婦のみ 

（パートナー含む） 
３．親と子（二世代） 

４．祖父母と親と子（三世代） ５．その他（         ） 

③ -１  同居

するご家族に

小学生以下の

お子さんはい

ますか（該当

するすべてに

○） 

１．小学校就学前の子どもがいる（       人） 

２．小学生の子どもがいる（       人） 

３．いない 

③-２ 65 歳

以上の方（ご

本人を含む）

は い ま す か

（○は１つ） 

１．いる【65歳以上の方の人数（        人）】 

２．いない 
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④ 職業 

（○は１つ） 

１．自営の商工サービス業 ２．農林水産業 ３．会社員（正社員）  

４．公務員・団体職員 ５．パート・アルバイト・派遣社員 

６．学生 ７．専業主婦（主夫） ８．年金生活 

９．無職  10．その他（         ） 

④ - １  通

勤 ・ 通 学 先

（○は１つ） 

【④ 職業】で「１～６」（通勤・通学されている）とお答えの方 

１．市内 ２．市外（      市・区・町・村） 

④ - ２  通

勤・通学先へ

の主な交通手

段 （ ○ は １

つ） 

【④ 職業】で「１～６」（通勤・通学されている）とお答えの方 

１．自家用車 ２．路線バス ３．高速バス 

４．電車 ５．徒歩 ６．自転車・バイク 

７．その他（            ） 

⑤ 居住地区

（○は１つ） 

１．館山地区 ２．北条地区 ３．那古地区 ４．船形地区 

５．西岬地区 ６．神戸地区 ７．富崎地区 ８．豊房地区 

９．館野地区 10．九重地区   

⑥ 居住状況

（○は１つ） 

１．生まれてから、館山市にずっと住んでいる 

２．館山市生まれであるが、市外での居住経験がある 

３．市外から転入してきた 

⑥ -１  転入

された主な理

由 （ ○ は １

つ） 

【⑥ 居住状況】で「２」・「３」とお答えの方 

１．転勤（勤務の関係） ２．結婚 ３．就職・就学 

４．退職・卒業（Ｕターン） ５．移住 ６．家族の都合 

７．その他（             ） 

⑥ -２  転入

前に住んでい

た地域（○は

１つ） 

【⑥ 居住状況】で「２」・「３」とお答えの方 

１．安房郡市内（鴨川市・南房総市・鋸南町） 

２．県内（         市・町・村） 

３．県外（         都・道・府・県） 

４．国外（                ） 

⑦ 館山市で

の通算居住年

数 （ ○ は １

つ） 

１．１年未満 ２．１～５年 ３．６～10年 

４．11～20年 ５．21年以上  
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最後にあなたのアイデアをお聞かせください 

館山市が、「持続可能なまち」として市民の皆さまに愛されるために、あなたが日頃から考えてい

るご要望やご意見、地域活性化のアイデアなどがありましたら、ご記入をお願いいたします。 

  ご記入いただいた内容は、計画策定や今後の市政運営の参考とさせていただきます。 

◆あなたの市に対するご要望・ご意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆あなたが考える地域活性化のアイデア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆あなたは、10年後の館山市が、どのようなまちになっていてほしいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。このたびはご多用のところご協力くださり、ありがとうございました。 

ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒を用いて、９月２０日（金）までに、切手を貼ら

ずにポストに投函くださいますようお願い申し上げます。 

今後も、皆さまのご意見をいただく機会を設けてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

資料１－１


